
平成１７年（２００５）7月 �

　

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
秋
季
大
会
ま
で
７
月　

日
で
、
ち

１４

ょ
う
ど
１
０
０
日
前
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
記
念
し
て
７
月　

日
に
１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト

１０

と
合
火
式
が
高
梁
総
合
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
全
日
本
女
子
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
前
監
督
・
宇

津
木
妙
子
さ
ん
を
招
き
、『
夢
と
人

生
』と
題
し
て
記
念
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
指
導
者
と
し
て
の
経
験

を
踏
ま
え
た
お
話
に
、
約
７
０
０

人
の
聴
衆
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

　ソフトボールとの出会いから、苦労し

て猛練習の末レギュラーを勝ち取ったこ

と。また監督時代にチームづくりをする

上で、「あいさつをする」、「時間厳守」、

「整理整頓」、「相手を気づかう」など守る

ことを決め、選手とのコミュニケーション

を大事にしてきたことなどに触れ、常に

目標を持ちそれに向かって頑張ってき

たことが話されました。民泊体験のある

宇津木さんは、３０数年前にお世話になっ

た民泊の人と今でも交流しているそうで

す。｢選手たちには、真心での歓迎が一

番｣とアドバイスがありました。

前
メ
ン
バ
ー
で
、
昨
年
の
ア
テ
ネ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
活
躍
し
た
投

手
の
坂
井
寛
子
さ
ん
、
内
野
手
の

伊
藤
良
恵
さ
ん
も
来
場
。
ゲ
ス
ト

３
人
か
ら
の
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
に
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
、
高
梁
城
南

高
等
学
校
デ
ザ
イ
ン
科
２
年
生
の

皆
さ
ん
に
よ
る「
高
梁
会
場
広
報

用
ポ
ス
タ
ー
原
画
」の
作
品
展
も

行
わ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち

は
、い
ず
れ
劣
ら
ぬ
出
来
栄
え
の
作

品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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最優秀賞に選ばれた 高梁城南高校デザイン科
２年生　安原哲也さんの作品。ポスターとな
り市内外へ貼られます。
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市
内
の
各
小
学
校
で
児
童
た
ち
が
工
夫

し
て
採
っ
た
火
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
火
は
「
新
高
梁
市
創
造
の
火
」
と
命

名
さ
れ
、
８
月　

日
に
後
楽
園
（
岡
山
市
）

１０

で
行
わ
れ
る
県
内
の
火
が
一
つ
と
な
る
集

火
式
へ
運
ば
れ
ま
す
。　

　

火
は
夏
季
大
会
、
秋
季
大
会
、
さ
ら
に

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
開

催
期
間
中
に
メ
ー
ン
会
場
で 
炬  
火 
と
し
て

き
ょ 

か

と
も
さ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
る
選
手
た
ち

を
見
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

炬
火
は
県
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
集
め
ら
れ
ま
す
が
、
高
梁
市
で
は
６
月

　

日
か
ら
７
月
６
日
に
か
け
て
、
全
小
学

２０校　

校
で
児
童
た
ち
が
工
夫
し
て
採
火
し

２１
ま
し
た
。

　

虫
眼
鏡
や
凹
面
鏡
で
集
め
た
太
陽
光
の

熱
を
利
用
し
た
り
、
木
軸
を
回
転
さ
せ
た

時
の
摩
擦
熱
を
利
用
す
る
昔
な
が
ら
の
マ

イ
ギ
リ
を
使
っ
た
り
と
工
夫
し
ま
し
た
。

炎
が
上
が
る
と
、
ど
の
小
学
校
で
も
、
児

童
た
ち
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

ビ
ニ
ー
ル
に
水
を
張
っ
て

レ
ン
ズ
を
作
り
ま
す

黒
の
画
用
紙
に

光
を
集
め
て
発
火

画
用
紙
の
火
を

ト
ー
チ
に
移
し

ま
す

ラ
ン
タ
ン
に
点
火
し

披
露
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　巨瀬小学校では、６月２８日に太陽光を使っての

採火を予定していましたが、天候が悪く３０日に行

いました。

　児童たちが考えたのは、透明のビニールシート

に水を張ってレンズ代わりにし、太陽光を集めて

火を採る方法。

　校長先生のあいさつの後、児童の代表が円形の

金属枠に張ったビニールシートに水を入れ凸レ

ンズを作りました。別の児童が凸レンズの焦点に

黒色の画用紙を当てると瞬時に発火し、児童たち

から歓声が上がりました。早速、その火をトーチ

へ移し、ランタンに点火した後、カイロに保管さ

れました。

　採火の後、｢せっかくの機会なので、誰か火を

つけてみたい人｣と先生が呼びかけると「僕も、

私も」と多くの児童たちが凸レンズの前に集ま

り、火おこし体験を楽しんでいました。　この日

は曇り空だったため太陽が雲にかくれるたびに

先生や児童から｢あーあ｣とため息がもれていま

した。児童たちにとって忘れられない思い出とな

ったようです。
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